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☆ 『 文 化 ・ 体 育 ・ 芸 術 』 ～ ２ 学 期 が ス タ ー ト ～

夏 休 み が 終 わ り ， ２ 学 期 が ス タ ー ト し て 4 日 が 経 ち ま し た 。 学 校 生 活 の リ

ズ ム は ， 順 調 に 取 り 戻 せ て い ま す か 。 さ て ， 富 高 生 と し て 初 め て 過 ご し た 夏

休 み は ， ど う で し た か 。「 充 実 し た 夏 休 み だ っ た 」 と か 「 時 間 を 有 効 に 活 用

で き た 」 な ど と い っ た 『 振 り 返 り 』 が 出 来 た で し ょ う か 。 ２ 学 期 は ， 9月 に

文 化 祭 ， 10月 に 体 育 祭 ， 11月 に 学 年 行 事 ・ 芸 術 鑑 賞 会 な ど の 行 事 が 多 く あ り

ま す 。 勉 強 に ， 部 活 動 に ， そ し て ， 行 事 に 積 極 的 に 取 り 組 み ま し ょ う 。

☆ 復 活 ！ 定 期 演 奏 会
8月 10日 （ 日 ） 2時 か ら 富 里 中 央 公 民 館 で ，

本 校 吹 奏 楽 部 の 定 期 演 奏 会 が 開 催 さ れ ま し

た 。 18年 ぶ り の 定 期 演 奏 会 で は ， プ ロ グ ラ ム

表 紙 や ス テ ー ジ に 掲 げ ら れ た 「 Revival Co nc

e r t」 の 文 字 と フ ェ ニ ッ ク ス （ 何 度 も よ み が

え る 不 死 鳥 ） の イ ラ ス ト が ，“ 苦 境 の 時 代 ”

を 乗 り 越 え て ， 今 回 の “ 再 ス タ ー ト ” に か け

る 意 気 込 み を 表 現 し て い た と 思 い ま す 。 第 1

部 の 「 シ ン フ ォ ニ ッ ク ス テ ー ジ 」 で は 『 剣 の

舞 』 に 始 ま り 『 栄 光 へ の 脱 出 』 や 『 ア フ リ カ

ン ・ シ ン フ ォ ニ ー 』 な ど ， 第 2部 の 「 ゲ ス ト ☆ 台 湾 学 ⑥ 『 台 湾 の 夏 』
ス テ ー ジ 」 で は 演 劇 部 に よ る 朗 読 劇 と プ ロ の 台 湾 の 中 央 気 象 局 に よ る と ，“ 7月 は 猛

サ ッ ク ス 奏 者 に よ る 演 奏 ， 第 3部 の 「 ポ ッ プ ス 暑 ， 8月 は 台 風 上 陸 ゼ ロ 。 い つ も と 違 う 台

ス テ ー ジ 」 で は 『 栄 光 の 架 け 橋 』・『 勇 気 1 0 0 湾 の 夏 ” だ っ た そ う で す 。 今 年 は ， 日 本 と

％ 』 な ど で 大 い に 盛 り 上 が り ま し た 。 同 様 に 台 湾 で も 暑 い 日 が 続 き ， 7 月 の 平 均

☆ 9月 （ こ れ か ら の ）主 な 予 定 気 温 が 史 上 最 高 を 記 録 し ， 35 度 以 上 を 記

8日 （ 月 ） 6時 限 ： 自 転 車 点 検 録 し た 日 数 で も 過 去 最 高 と な っ た そ う で

11日 （ 木 ） 月 曜 日 課 ・ 自 転 車 点 検 予 備 日 す 。 一 方 ， 日 本 で は 猛 威 を 振 る っ た 台 風 で

16日 （ 火 ） 通 学 路 清 掃 (1F) す が ，台 湾 で は 8 月 の 台 風 の 上 陸 は ゼ ロ で ，

17日 （ 水 ） か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 準 備 (午 後 ) 1958 年 の 台 風 警 報 発 表 開 始 以 来 最 低 の 発 生

18日 （ 木 ） か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 準 備 (終 日 ) 数 を 記 録 し ， 今 年 ， 台 湾 に 上 陸 す る 台 風 の

19日 （ 金 ） か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 (校 内 発 表 ) 数 は ， 3 つ を 超 え な い と 見 込 ま れ て い る そ

20日 （ 土 ） か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 (一 般 公 開 ) う で す 。 ま た ， 1 0月 以 降 は 中 南 部 で 渇 水 期

24日 （ 水 ） か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 (閉 会 式 ) に 入 る と み ら れ ， 雨 が 少 な く 温 か い 日 が 続

25日 （ 木 ） 消 火 訓 練 く と み ら れ て い ま す 。


